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2023 年３月期第２四半期(累計)および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

直近の業績動向を踏まえ、2022 年９月 14 日付「2023 年３月期第２四半期（累計）および通期連結業

績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました 2023年３月期第２四半期

累計期間（2022 年４月１日～2022 年９月 30 日）および 2023 年３月期通期（2022 年４月１日～2023 年

３月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

なお、配当予想については、前回予想からの変更はありません。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2023 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2022 年９月 30日） 

（単位：百万円） 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回予想（Ａ） 
 

５，３００ 

 

５００ 

 

５００ 

 

３４０ 

円  銭 

１９．８２ 

今回修正（Ｂ） ５，３８６ ６０１ ６０６ ３８６ ２２．５４ 

増減額（Ｂ－Ａ） ８６ １０１ １０６ ４６ ― 

増 減 率 （ ％ ）  １．６ ２０．３ ２１．３ １３．７ ― 

（ご参考）前第２四半期実績 

2022 年３月期第２四半期 ４，５３６ ２９６ ３００ ２１６ １２．５７ 
 



（２）2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

（単位：百万円） 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
 

１１，６００ 

 

１，１００ 

 

１，１００ 

 

６９０ 

円  銭 

４０．２２ 

今回修正（Ｂ） １１，７００ １，１５０ １，１５０ ７２０ ４１．９７ 

増減額（Ｂ－Ａ） １００ ５０ ５０ ３０ ― 

増 減 率 （ ％ ） ０．９ ４．５ ４．５ ４．３ ― 

（ご参考）前期実績 

2 0 2 2 年 ３ 月 期 １０，５７２ ９２６ ９３１ ６０４ ３５．０６ 

 

 

（３）修正の理由 

第２四半期（累計）の売上高については、前回の開示後に複数の大型経営コンサルティング契約

が成約となったことなどにより、前回予想を上回る見込みとなりました。 

通期の売上高については、第２四半期（累計）の売上高の増加に伴い、前回予想を上回る見込み

としております。 

第２四半期（累計）の営業利益については、大型経営コンサルティング契約の成約により売上高

が増加し、また第２四半期に予定していた創業 65周年記念および純粋持株会社体制への移行に伴う

ブランディング・プロモーション費用の一部を第３四半期に実施することとなったため、前回予想

を上回る見込みとなりました。 

通期の営業利益については、通期の売上高の増加に伴い、前回予想を上回る見込みとしておりま

す。 

以上の結果、第２四半期（累計）および通期の連結業績予想を上記のとおり修正いたしました。 

 

 

 

２．（ご参考）配当予想 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

現 在 予 想 円  銭 

９．００ 

円  銭 

１７．００ 

円  銭 

２６．００ 

（ご参考）前期実績（注） 

2 0 2 2 年 ３ 月 期 １４．００ １６．００ ― 
（注）現在の発行済株式総数におきまして、2022年３月期の配当金実績につきましては、中間配当金７円、期末配当金 16円の年間 23円

でありました。当社は、2021 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。よって、2022 年３月

期の１株当たり配当金につきましては、第２四半期末は分割前、期末は分割後の金額を上記のとおり記載しております。年間配当

金合計につきましては、株式分割の実施により単純合計ができないため、表示しておりません。 
 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


